
令和６年12月4日　様式４

令和02年度～令和05年度（４年間） 静岡市
公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化が進んでいる公園施設の計画的な改築・更新を進めるとともに、公園施設のバリアフリー化を実施し、子供や高齢者をはじめ誰もが安全・安心で快適に利用

できるような公園整備を進める。
　また、老朽化が進んでいる公園施設を計画的に改築・更新を進めるため、次期公園施設長寿命化計画を策定する。

　（R1末） （R5末）
① １　都市公園における長寿命化対策支援事業を実施した施設数

＝（R5末の実施施設累計 ー R1末の実施施設累計）／ R5末の計画施設数累計 × 100 ― 52%

② ２　都市公園におけるバリアフリー化を達成した公園数

69% ― 73%
便所の設置公園数）}/3×100

③ ３　公園施設長寿命計画（令和６年度版）の策定

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R２ R３ R４ R５

A12-001 公園 一般 静岡市 直接 静岡市 ― ― 140

A12-002 公園 一般 静岡市 直接 静岡市 ― ― 260

A12-003 公園 一般 静岡市 直接 静岡市 ― ― 150

A12-004 公園 一般 静岡市 直接 静岡市 ― ― 36

小計（都市公園・緑地等事業） 586

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 R２ R３ R４ R５

合計

社会資本総合整備計画　事後評価書(中間評価書）
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
586百万円 Ａ 586百万円 Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

都市公園安全・安心対策推進のための公園整備計画

１　静岡市内の都市公園における長寿命化対策支援事業達成率を16.4％（令和３年度当初）から29.9％（令和５年度末）に増加
２　静岡市内の都市公園におけるバリアフリー化達成率を69.4％（令和３年度当初）から73.1％（令和５年度末）に増加

＝{（園路及び広場の適合公園数／園路及び広場の設置公園数）+（駐車場の適合公園数/駐車場の設置公園数）+（便所の適合公園数/

0百万円 Ｃ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0% ― 100%

健全度D判定等の緊急な対応が必要な公園施設の改築更新（約60施設）

公園施設の改築更新（約70施設）

公園施設のバリアフリー化　約15公園

公園施設長寿命化計画策定（R６～）

静岡市

静岡市

静岡市

静岡市

最終目標値

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

事業者 種別２
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）種別１

令和６年度

委員会での審議結果等を市のホームページに掲載する。

0%

備考
当初現況値 中間目標値

（事業箇所）

公園施設長寿命化対策支援事業（５か年老朽）

公園施設長寿命化対策支援事業

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

公園施設長寿命化計画策定調査

事後評価の実施体制

市内部（事業関係課による横断的な検討体制）において評価を実施した後、学識経験者等の第三者で構成される静
岡市公共事業評価委員会による審査を実施する。

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 R２ R３ R４ R５

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

52.5%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
45.2%

73.0%
目標値と実績値 計画どおり事業を実施できたため、目標値を達成した。
に差が出た要因

73.3%

100%
目標値と実績値 計画の策定が完了したため、目標値を達成した。
に差が出た要因

100%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・公園施設長寿命計画（令和６年度版）を策定したため、この計画に基づき引き続き次期計画において、都市公園における長寿命化対策支援事業及び都市公園におけるバリアフリー化整備を推進していく。

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）工種

指標①（都市公
園における長寿
命化対策支援事
業を実施した施
設の達成率）

一体的に実施することにより期待される効果

・都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業により、バリアフリー化の増加に貢献した。
・公園施設長寿命化対策支援事業により、都市公園における長寿命化対策支援事業を実施した施設の達成率の増加に貢献した。

最終目標値

最終実績値

毎年の健全度診断結果により更新施設の精査を行い、部分修繕による施設延命化や撤去等により更新施設数
を絞り込んだため、目標値を達成できなかった。

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

指標②（都市公
園におけるバリ
アフリー化の達
成率）

指標③（公園施
設長寿命化計画
の策定）

・引き続き次期計画の整備へ繋げるための公園施設長寿命化計画の策定を実施した。


